
（単位：円）

合計 121,399,160 115,803,000 - 2,115,000 3,481,160 

1 単
社会的な環境整
備事業

10,692,000 10,250,000 442,000 

①教育文化関連施設の新型コロナウイルス感染防止対
策を図り、感染リスクを低減させる
②換気対策及び衛生設備の改修（手洗い・小便器の自
動水栓化、オート開閉・オート洗浄便座への更新）、サー
モカメラ設置に係る経費
③対象数5施設、感染症対策工事費10,593,000円、備品
購入費99,000円
④小中学校、社会教育・体育施設、文化保存伝承施設

R4.4.20 R5.3.20

感染防止対策
措置施設数

5施設

感染防止対策
措置施設数

5施設

成果目標の５施設全てにおいて、当初
予定していた感染リスクを低減させるた
めの各種改修及び設置が完了し、新型
コロナウイルス感染防止対策が図られ
た。

教育委員会

2 単 宿泊助成事業 29,644,100 29,644,000 100 

①コロナ禍において物価高騰等に伴う旅行需要の落ち
込みの影響を受けた宿泊事業者に対し、需要回復によ
る事業継続を支援する
②宿泊事業者に対する助成金
③1泊2食付きの宿泊商品について1人上限4,000円を助
成、@4,000円×延べ宿泊数7,445泊(4月～8月分)≒
29,644,000円
④宿泊利用者

R4.4.1 R4.9.20
利用件数

7,200泊

利用件数

7,445泊

コロナ禍において旅行需要落ち込みの
影響を受けた村内宿泊施設の利用促
進に寄与し、誘客の促進と地域経済の
活性化に繋がった。

企画課

3 単
主食用米等作付
支援事業

3,816,700 3,816,000 700 

①新型コロナウイルス感染症拡大に伴う主食用米等の
需要減少や米価低迷等の影響を受けた農業者に対し、
稲作経営継続のための支援を行う
②農業者に対する助成金
③主食用米等の種子等購入費用の一部を補助、種子も
み：1kgあたり@300円×1,871kg=561,300円、水稲苗：1枚
（箱）@100円×32,554枚=3,255,400円
④農業者、集落営農組合、農業生産法人

R4.4.1 R4.8.8
補助件数

135件

補助件数

139件

新型コロナウイルス感染症拡大に伴う
主食用米等の需要減少や米価低迷等
の影響を受けた農業者に対し、主食用
米等の種子等購入費用の一部助成す
ることによって収入減少の緩和と生産
意欲の減退を防ぎ、主食用米の生産維
持が図られた。

農林課

4 単
国保診療所空調
設備整備事業

19,379,800 19,379,000 800 

①新型コロナウイルス感染防止対策を図るため、老朽化
した空調設備を改修し、温度調整や換気機能を改善する
ことで、感染リスクを低減させる
②施設の空調設備整備に係る経費
③工事監理業務委託料1,009,800円、空調設備改修工事
費（エアコン更新8台、新設1台）18,370,000円
④国民健康保険診療所

R4.8.2 R4.11.25

国保診療所に
おける新型コ
ロナウイルス
感染症の集団
発生数

0件

国保診療所に
おける新型コ
ロナウイルス
感染症の集団
発生数

0件

コロナ禍において普段の診療や新型コ
ロナワクチン予防接種等により密集し
がちな場面でも空調設備の適度な調整
等により無駄なく換気を行うなど、住民
や医療従事者の新型コロナウイルス感
染を未然に防ぐことができた。

診療所

5 単

原油価格高騰対
策事業継続支援
事業（国の令和3
年度予算分）

7,468,000 6,012,000 1,456,000 

①コロナ禍において原油価格高騰等による影響を受け
た事業者の負担軽減を図り、事業継続を支援する
②法人・個人事業主等に対する支援金
③事業所の規模（従業員数）により定額助成、従業員2
人以下：@30,000円×39事業者=1,170,000円、従業員3～
10人：@70,000円×25事業者=1,750,000円、従業員11～
20人：@100,000円×6事業者=600,000円、従業員21人以
上：@150,000円×3事業者=450,000円
宿泊施設及び社会福祉施設等を運営する事業者、村有
施設の運営管理を受託している事業者に対して、電気料
金若しくは燃料費のいずれか支出した経費と前年同月
期との差額の1/2を助成（令和4年4月～令和5年2月分）
14事業所=10,498,000円
④村内に事業所等を有する法人、個人事業主等
（事業5,6は同一事業、総額14,468千円のうち6,012千円
はR3予算分を充当）

R4.4.1 R5.3.27
支援件数

80事業所以上

支援件数

87事業所

新型コロナウイルス感染症の影響の長
期化に加え、原油価格や物価高騰の影
響を受けた事業者に対し支援金を交付
することにより、事業者の負担軽減と事
業継続が図られた。

企画課

その他
（一般財源や
補助対象外
経費）

事業の評価等

令和４年度　新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金実施状況報告
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終期

所管課No
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助
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独

交付対象事業の
名称

事業の概要【実績】
①目的・効果
②交付金を充当する経費内容
③積算根拠（対象数、単価等）
④事業の対象（交付対象者、対象施設等）

成果目標
事業の成果
（実績）

総事業費 交付金
充当額

国庫補助金 県補助金



（単位：円）

その他
（一般財源や
補助対象外
経費）

事業の評価等
事業
始期

事業
終期

所管課No

補
助
・
単
独

交付対象事業の
名称

事業の概要【実績】
①目的・効果
②交付金を充当する経費内容
③積算根拠（対象数、単価等）
④事業の対象（交付対象者、対象施設等）

成果目標
事業の成果
（実績）

総事業費 交付金
充当額

国庫補助金 県補助金

6 単

原油価格高騰対
策事業継続支援
事業（物価高騰
分）

7,000,000 7,000,000 

①コロナ禍において原油価格高騰等による影響を受け
た事業者の負担軽減を図り、事業継続を支援する
②法人・個人事業主等に対する支援金
③事業所の規模（従業員数）により定額助成、従業員2
人以下：@30,000円×39事業者=1,170,000円、従業員3～
10人：@70,000円×25事業者=1,750,000円、従業員11～
20人：@100,000円×6事業者=600,000円、従業員21人以
上：@150,000円×3事業者=450,000円
宿泊施設及び社会福祉施設等を運営する事業者、村有
施設の運営管理を受託している事業者に対して、電気料
金若しくは燃料費のいずれか支出した経費と前年同月
期との差額の1/2を助成（令和4年4月～令和5年2月分）
14事業所=10,498,000円
④村内に事業所等を有する法人、個人事業主等
（事業5,6は同一事業、総額14,468千円のうち7,000千円
は物価高騰分を充当）

R4.4.1 R5.3.27
支援件数

80事業所以上

支援件数

87事業所

新型コロナウイルス感染症の影響の長
期化に加え、原油価格や物価高騰の影
響を受けた事業者に対し支援金を交付
することにより、事業者の負担軽減と事
業継続が図られた。

企画課

7 単
原油価格高騰対
策農業者支援事
業

4,151,300 4,000,000 151,300 

①コロナ禍において原油価格や農業用資材等の高騰に
よる影響を受けた農業者の負担軽減を図り、農業経営
の継続を支援する
②農業者に対する支援金
③水稲作付面積10aあたり2,000円を助成（自家消費分
10aを除く）、@2,000円×18309a/10a=3,661,800円
村水田収益力強化ビジョンに基づく対象作物作付面積
10aあたり3,000円を助成、@3,000円×965a/10a=289,500
円
菌床しいたけ栽培1農家あたり100,000円を助成、
@100,000円×2農家=200,000円
④農業者、集落営農組合、農業生産法人

R4.9.1 R5.1.30
支援件数

150件

支援件数

170件

コロナ禍において原油価格や農業用資
材等の高騰による影響を受けた農業者
に対し支援金を交付することにより、農
業経営の圧迫を緩和し、農業者等の経
営意欲の維持、向上が図られた。

農林課

8 単
応援クーポン券事
業（物価高騰分）

11,819,000 10,792,000 1,027,000 

①コロナ禍において原油価格や物価高騰の影響を受け
た村民の生活を支援する
②クーポン券の発行に係る経費（1人あたり@10,000円）
③クーポン券@500円×46,854枚=23,427,000円
④全住民
（事業8,12は同一事業、総額23,427千円のうち10,792千
円は物価高騰分を充当）

R4.7.13 R5.2.27

クーポン券
利用率

90％以上

クーポン券
利用率

98.1％

コロナ禍における原油価格や物価高騰
の影響を受けた村民の生活支援と地域
経済の活性化が図られた。

企画課

9 単
学校給食費支援
事業

743,460 700,000 43,460 

①コロナ禍における学校給食費の食材価格高騰による
小中学生保護者の負担軽減を図るため、食材高騰分を
補助する（教職員は除く）
②学校給食費助成金
③1食あたり@30円×24,782食（小中学生130人）
=743,460円
④学校給食センター

R4.4.1 R5.3.30

コロナの影響
による保護者
の追加負担

0円

コロナの影響
による保護者
の追加負担

0円

コロナ禍における学校給食費の食材価
格高騰分を補助したことにより、小・中
学校保護者の負担軽減が図られた。

教育委員会

10 単
宿泊助成事業（第
2弾）（国の令和3
年度予算分）

3,755,000 3,755,000 

①コロナ禍において物価高騰等の影響を受けた生活者
に対して、村内宿泊施設の宿泊費を助成し旅行需要を
喚起することで、消費を下支えする
②宿泊事業者に対する助成金
③1泊2食付きの宿泊商品について1人上限4,000円を助
成、@4,000円×延べ宿泊数2,714泊(11月～2月分)≒
10,846,800円
④宿泊利用者
（事業10,11は同一事業、総額10,846千円のうち3,755千
円はR3予算分を充当）

R4.11.1 R5.3.30
利用件数

2,800泊

利用件数

2,714泊

利用実績は目標値を下回ったものの、
目標に近い件数であり、事業No.2を含
めると年間の利用実績では目標値を上
回る成果を上げている。
本事業により、コロナ禍において旅行
需要落ち込みの影響を受けた村内宿
泊施設の利用促進に寄与し、誘客の促
進と地域経済の活性化に繋がった。

企画課



（単位：円）

その他
（一般財源や
補助対象外
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事業の評価等
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①目的・効果
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総事業費 交付金
充当額

国庫補助金 県補助金

11 単
宿泊助成事業（第
２弾）（重点交付金
分）

7,091,800 6,800,000 291,800 

①コロナ禍において物価高騰等の影響を受けた生活者
に対して、村内宿泊施設の宿泊費を助成し旅行需要を
喚起することで、消費を下支えする
②宿泊事業者に対する助成金
③1泊2食付きの宿泊商品について1人上限4,000円を助
成、@4,000円×延べ宿泊数2,714泊(11月～2月分)≒
10,846,800円④宿泊利用者
（事業10,11は同一事業、総額10,846千円のうち6,800千
円は重点交付金を充当）

R4.11.1 R5.3.30
利用件数

2,800泊

利用件数

2,714泊

利用実績は目標値を下回ったものの、
目標に近い件数であり、事業No.2を含
めると年間の利用実績では目標値を上
回る成果を上げている。
本事業により、コロナ禍において旅行
需要落ち込みの影響を受けた村内宿
泊施設の利用促進に寄与し、誘客の促
進と地域経済の活性化に繋がった。

企画課

12 単
応援クーポン券事
業（重点交付金
分）

11,608,000 11,608,000 

①コロナ禍において原油価格や物価高騰の影響を受け
た村民の生活を支援する
②クーポン券の発行に係る経費（1人あたり@10,000円）
③クーポン券@500円×46,854枚=23,427,000円
④全住民
（事業8,12は同一事業、総額23,427千円のうち11,608千
円は重点交付金を充当）

R4.7.13 R5.2.27

クーポン券
利用率

90％以上

クーポン券
利用率

98.1％

コロナ禍における原油価格や物価高騰
の影響を受けた村民の生活支援と地域
経済の活性化が図られた。

企画課

13 単
エネルギー・食料
品価格高騰対応
緊急助成事業

4,230,000 2,047,000 2,115,000 68,000 

①住民税非課税世帯等に対し、コロナ禍における物価
高騰による負担を軽減するための支援を行う（上乗せ事
業）
②非課税世帯等への給付金
③非課税世帯：15,000円×282世帯＝4,230,000円
④住民税非課税世帯

R4.10.17 R5.2.6
支援世帯数

270世帯

支援世帯数

282世帯

コロナ禍における原油価格や物価高騰
の影響が大きい低所得者（非課税世
帯）に対し給付金を支給し、経済的負担
の軽減が図れた。

民生課


